
（別記） 

令和６年度福知山市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

全国的にみて、令和５年産主食用米の作付け面積は減少（前年比０．７％減）

しました。消費量の減少や新型コロナウイルス感染症の影響による需要量の低下

に伴う在庫量の増加と米価下落を避けるため、主食用米からの作付転換に取り組

んだ結果、減産となりました。 

京都府における令和５年産の主食用米の作付面積は、１２，５３７ｈａ（前年

比２．２％減）となっており、近年の作付面積の減少傾向となっています。 

福知山市における令和５年産の作付けを数値でみると、主食用米の作付面積は

１，２７０ｈａ（前年比１．６％減）、耕作放棄地を含む不作付地が８８８ｈａ

（前年比２．８％増）で、近年の不作付地面積の増加傾向に歯止めがかからない

状況となっています。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

主食用米の需要が毎年減少傾向にある中、水田農業を維持・発展させていくた

めには、需要に応じた生産を図りつつ、収益性の高い農業への転換等を図ってい

くことが今後ますます重要になってきます。 

福知山市では、地域に応じた作物の作付推進による所得確保と、農地の集積等

による地域の取組みにより集団栽培面積の維持・拡大に向け支援を行っていきま

す。 

また、排水対策や適切な肥培管理などの生産技術の徹底により単収・品質向上

を目指し、国や府が推進する戦略作物をはじめ、京ブランド作物、福知山市地域

振興作物への転換を図っていきます。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

国から提供される主食用米の需給状況をふまえつつ、地域の強みを活かした中丹米や

需要のある作物の生産振興に取り組みます。 

「地域計画」の作成により、地域の核となる担い手確保・育成、農地集積・集約を進

める事で、守るべき農地を明確化し、水稲作付水田と転換作物作付水田のブロックロー

テーションを含めた将来の農地活用方法について検討を進めます。 

また水田の作付けについて、水田台帳等を用いて利用状況を点検し、農業者等から畑

地化の意向がある場合は、畑地化支援制度の活用などにより農地の有効利用を支援しま

す。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

   高品質良食味米や特別栽培米など付加価値の高いブランド米の生産拡大に取り組

むとともに、低コスト・省力化技術を導入し、消費・需要に即した米作りを推進

します。 

 

 



（２）備蓄米 

   生産者の意向に基づき、取り組みを進めます。 

 

（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    飼料用米の生産にあたっては、府設定の特認品種を含む多収品種に取り組むと 

    ともに、栽培技術指導の強化により単収向上を目指し、需要に即した米作りを 

    推進します。 

 

  イ 米粉用米 

    米粉用米の生産拡大にあたっては、需要に即した生産を推進します。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

    需要に即した生産を推進します。 

 

  エ WCS 用稲 

    飼料価格の高騰から、省力栽培が可能で早期収獲により獣害回避が可能なＷＣ 

    S 用稲の需要と結びついた生産拡大を支援します。 

 

  オ 加工用米 

    京都府のオリジナル品種である醸造用掛け米「京の輝き」を中心に、府内の酒   

    造業界と連携し、需要量の確保に向け、実需と強固に結びついた産地づくりを 

    推進します。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

作付地の団地化や作業の集積による効率的な生産体制の確立を図るとともに、実 

   需者からの要望に即した生産を推進します。 

 

（５）そば、なたね 

   集積加算等を付与し、作付支援を行います。 

 

（６）地力増進作物 

   次年度の有機栽培や高収益作物等への転換に向け、環境に配慮した農地の地力増

進作物への支援を行います。 

 

（７）高収益作物 

京ブランド作物・地域振興作物への支援を行います。 

 

（８）畑地化 

   露地野菜等の継続的な作付を促進し、産地形成に取り組みながら、畑作物の本作

化を推進します。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 







７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：京都府

協議会名：福知山市地域農業再生協議会

1
集積（段階①50a～300a未満）（戦略）
（基幹）

1 4,000
飼料用米・米粉用米・WCS用稲・
大豆（黒大豆除く）・飼料作物・加工用米・小
麦

堆肥散布による土づくり、多収品種の導入、排水対策

2 集積（段階②300a～）（戦略）（基幹） 1 7,000
飼料用米・米粉用米・WCS用稲・
大豆（黒大豆除く）・飼料作物・加工用米・小
麦

堆肥散布による土づくり、多収品種の導入、排水対策

3
集積（段階①50a～200a未満）（そば）
（基幹）

1 12,000 そば 堆肥散布による土づくり、排水対策

4 集積（段階②200a～）（そば）（基幹） 1 16,000 そば 堆肥散布による土づくり、排水対策

5 集積（10a～）（丹波くり）（基幹）　※５ 1 4,000 くり 作付面積に応じて支援

6
集積（段階①10a～20a未満）（ずきん・
黒大豆枝豆）（基幹）

1 4,000 紫ずきん・京夏ずきん・黒大豆枝豆 作付面積に応じて支援

7
集積（段階②20a～）（ずきん・黒大豆枝
豆）（基幹）

1 9,000 紫ずきん・京夏ずきん・黒大豆枝豆 作付面積に応じて支援

8 集積（20a～）（黒大豆）（基幹） 1 6,000 黒大豆 堆肥散布による土づくり、排水対策

9 二毛作（麦あと小豆）（二毛） 2 16,000 小豆（二毛作） 作付面積に応じて支援

10 二毛作（戦略あと飼料作物）（二毛） 2 16,000 飼料作物（二毛作） 作付面積に応じて支援

11 二毛作（戦略あと大豆・そば）（二毛） 2 8,000 大豆・そば（二毛作） 作付面積に応じて支援

12 基本助成（京ブランド）（基幹） 1 30,000
九条ねぎ・みず菜・花菜・伏見とうがらし
壬生菜・えびいも・金時にんじん
万願寺とうがらし・キュウリ・堀川ごぼう

作付面積に応じて支援

13
基本助成（小豆・ずきん・黒大豆の枝
豆）（基幹）

1 28,000 小豆・紫ずきん・京夏ずきん・黒大豆枝豆 作付面積に応じて支援

14 基本助成（丹波くり）（基幹）　※５ 1 36,000 くり 作付面積に応じて支援

15 基本助成（地域振興）（基幹） 1 20,000
いちご・フキ・ヤマブキ・トマト・エゴマ・
かぼちゃ・なす・やまいも・実えんどう・
さやえんどう・こぎく

作付面積に応じて支援

16 基本助成（一般野菜等）（基幹） 1 8,000 別紙のとおり 作付面積に応じて支援

17 基本助成（たまねぎ）（基幹） 1 8,000 たまねぎ 作付面積に応じて支援

18 基本助成（たまねぎ）（二毛） 2 8,000 たまねぎ（二毛作） 作付面積に応じて支援

19 数量（小豆）（基幹） 1 80円／kg（5,000円/10a） （数量）小豆 1a以上作付け、適期の播種

20 数量（小豆）（二毛） 2 80円／kg（5,000円/10a） （数量）小豆（二毛作） 1a以上作付け、適期の播種

21 地力増進作物 1 ソルガム類・レンゲ・燕麦
次年度の有機栽培や高収益作物等への転換に向けた作付
面積

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。
※５　令和6年度新植対象外




